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［現代社会学部紀要　21巻１号，Ｐ53－70（2022）（一般論文）］

１　目的と方法
　筆者らは、長崎県の肢体不自由教育の歴史・現

状・成果・課題の基本的特徴を明らかにするため

に、これまでに以下のような整理・検討を行って

きた。

　第１報１）（以下、「肢体不自由教育（第１報）」

のように記すことがある）として「特殊教育」時

代の県内の肢体不自由養護学校発行の学校要覧

（1964～2006年度）を手がかりに、①児童生徒数

の推移、②起因疾患の年次変化、③教育目標の変

遷、④卒業後の進路実態についてまとめ、それら

の特徴を確認した。第２報２）では、同じく学校

要覧（1964～2006年度）より教育課程の変遷一覧

表を作成し、県内の肢体不自由教育における障害

の重度・重複化に対応した教育課程の深化・発展

過程とその特徴を明らかにした。第３報３）では、

長崎県の肢体不自由教育でその中心的役割を果た

してきた肢体不自由特別支援学校Ａ校（以下、Ａ

校と記すことがある）の「特別支援教育」時代の

教育課程と指導法を検討するために、2007（平成

19）年度以降の学校要覧から①児童生徒数の推

移、②教育目標の変遷、③教育課程の変遷、④障

害の重度・重複化と教育課程の関連についてまと

め、さらに⑤自立活動の指導法についても考察し

た。第４報４）は、第２報で取り上げた肢体不自

由特別支援学校Ｂ校が特別支援教育時代になり病

弱教育も行うようになったことから、児童生徒数

の推移、教育目標・教育課程の変遷、卒業後の進

路等より、その実態について検討・整理した。

　本研究では、肢体不自由教育において最も重要

な指導領域である「自立活動」に焦点を当て、Ａ

校の自立活動の指導目標・指導内容の変遷からそ

の特徴等を検討する。「自立活動」は1999（平成

11）年に告示された盲学校、聾学校及び養護学校

学習指導要領で「養護・訓練」から改称されてい

ることから、研究方法としては1999年以降のＡ校

の学校要覧から自立活動に関する箇所を抽出し、

その深化・発展過程と特徴を明らかにする。

　なお、Ａ校の「養護・訓練」期については別途

検討していく予定である。

２　結果と考察
（１）　学習指導要領・自立活動の目標の変遷
　自立活動の前身である養護・訓練は、障害の状

態を改善し、または克服するための特別の領域と

して1971（昭和46）年の告示の特殊教育諸学校小

学部・中学部の学習指導要領に新設された。その

後、国際障害者年が掲げた「完全参加と平等」を

目指す国際的な取組や国内における障害者基本法

による障害者の自立と社会参加を促進する施策の

推進など、障害のある人々を取り巻く社会的背景

が大きく変化していった。

　そのような中、養護・訓練は「受け身的な意味

合いが強いと受け止められることがある」５）こ

と、そして、この領域が「一人一人の児童生徒の

実態に対応した活動である」６）ことや「自立を目

指した主体的な取組を促す教育活動である」７）こ

となどを一層明確にする観点から、「養護・訓練」

という名称が1999（平成11）年告示の学習指導要

領で「自立活動」に改められた。（表１参照）
　この自立活動の目標の特色は、ＷＨＯ（世界保

健機関）の「国際障害分類（ＩＣＩＤＨ）」８）が

影響していることである。目標の文言に「障害に

基づく種々の困難」とあるが、これはインペアメ

ント（身体の機能損傷又は機能不全）によっても

たらされたディスアビリティ（日常生活や学習上
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の種々の困難）と同義である。自立活動によって

改善・克服するのは主にディスアビリティという

ことになる。

　以下、改正された主要点を見ると、「児童又は

生徒」が「個々の児童又は生徒」に、「心身の障

害の状態を改善し、又は克服する」が「自立を目

指し、障害に基づく種々の困難を主体的に改善・

克服する」と変更されている。

　「個々の」というのは前述したように「一人一

人の」児童生徒の実態に対応することを表したも

のであり、「心身の障害」が「障害」と表記され

たのは、障害者基本法の改正（1993年）で用いら

れている表現を踏まえたものである。そして、

「自立」とは、児童生徒がそれぞれの障害の状態

や発達段階に応じて、主体的に自己の力を可能な

限り発揮し、よりよく生きていこうとすることを

意味している。また、「調和的発達の基盤を培う」

とは、一人一人の児童生徒の発達の遅れや不均衡

を改善したり、発達の進んでいる側面を更に伸ば

すことによって遅れている側面の発達を促すよう

にしたりして、全人的な発達を促進することを意

味している。

　10年後に改訂された2009（平成21）年告示の学

習指導要領における自立活動の目標の特色は、Ｗ

ＨＯの「国際生活機能分類（ＩＣＦ）」９）が影響

していることである。ＩＣＦでは、人間の「生活

機能」を「心身機能・身体構造」、「活動」、「参加」

の３要素で構成しているが、それらに支障がある

状態を「障害」と捉えている。そして、「生活機

能」と「障害」は「健康状態」や「環境因子」や

「個人因子」と相互に影響し合うものとされてい

る。

　自立活動において「障害に基づく種々の困難」

が「障害による学習上又は生活上の困難」と変更

されたのは、学校教育法72条の改正（2006年）を

踏まえたものであるが、ＩＣＦの「生活機能」と

「障害」との関連で捉えることも必要である。さ

らに、自立活動の内容においても、補助的手段の

活用といった「環境因子」や意欲といった「個人

因子」に関する項目が示されている。このように

「環境因子」や「個人因子」との関わりなども踏

まえて、個々の児童生徒の「学習上又は生活上の

困難」を把握したり、その改善・克服を図る指導

法や関係機関との連携などを検討したりすること

が求められている。

　2017（平成29）年の学習指導要領の改正では、

自立活動の目標については従前と変更なく継続さ

れている。

（２）�　肢体不自由特別支援学校Ａ校の自立活動に
おける目標と指導方法の変遷

　肢体不自由特別支援学校Ａ校における自立活動

の＜目標＞は、学習指導要領の自立活動の目標に

基づいて示されている（資料１参照）。その変遷

を見ると３期に分けて捉えることができる。

　第１期は、学習指導要領に自立活動が登場した

2000（平成12）年度から2008（平成20）年度まで

で、1999年告示の学習指導要領が実施された時期

である。＜目標＞は学習指導要領の自立活動と同

じく、「個々」の児童生徒が「自立を目指し、障

害に基づく種々の困難を主体的に改善・克服する」

ことであった。

　2001（平成13）年には、「学校の教育活動全体

及び時間の指導を通して」と変更され、新たに

「時間の指導」が付け加えられた。これは「時間

の指導」を明確にすることで自立活動の指導を具

体化し、「学校の教育活動全体」と関連し合いな

がら自立活動の指導が進められることを示してい

る。

　＜指導の方法＞については、2000（平成12）年

当初は「自立活動」への名称が変わっただけで、

養護・訓練と同じ内容が踏襲されていた。翌2001

（表１）�学習指導要領（自立活動）における
目標の変遷

目　　標

１ 養護・訓練（平成元年10月）
　児童又は生徒の心身の障害の状態を改善
し、又は克服するために必要な知識、技
能、態度及び習慣を養い、もって心身の調
和的発達の基盤を培う。

２ 自立活動（平成11年３月）
　個々の児童又は生徒が自立を目指し、障
害に基づく種々の困難を主体的に改善・克
服するために必要な知識、技能、態度及び
習慣を養い、もって心身の調和的発達の基
盤を培う。

３ 自立活動（平成21年３月）
　個々の児童又は生徒が自立を目指し、障
害による学習上又は生活上の困難を主体的
に改善・克服するために必要な知識、技
能、態度及び習慣を養い、もって心身の調
和的発達の基盤を培う。　

４ 自立活動（平成29年４月）
　個々の児童又は生徒が自立を目指し、障
害による学習上又は生活上の困難を主体的
に改善・克服するために必要な知識、技
能、態度及び習慣を養い、もって心身の調
和的発達の基盤を培う。
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（平成13）年には前述したように「時間の指導」

が加えられたことで指導方法においても「個別も

しくは集団の学習形態を工夫しながら、学習活動

を展開」するとあり指導形態が考えられている。

また、個々の児童生徒の実態に応じた自立像を見

据えて学部内、学部間で連携した指導を行うこと

が記されている。当時県内の肢体不自由特別支援

学校ではＡ校だけが小・中学部から高等部まで設

置されており、系統性のある自立活動が展開され

ることを示していた。これはＡ校の自立活動指導

の特徴の一つでもあり、現在も継続されている。

　第２期は、2009（平成21）年度から2015（平成

27）年度までで2009年告示の学習指導要領が実施

された時期である。学校教育法72条の改正とＩＣ

Ｆの考え方を踏まえて、＜目標＞は「個々」の児

童生徒が「自立を目指し、障害による学習上又は

生活上の困難を主体的に改善・克服する」ことと

なった。

　この時期は校名が長崎県立Ａ特別支援学校と改

称され、特別支援教育が本格的に動き出し、児童

生徒の障害も重度・重複化、多様化、複雑化して

きた。それに伴い後述するように自立活動の指導

も充実・改善が図られた。＜指導の方法＞は、教

育課程に知的障害教育を取り入れた編成となり、

指導方法・内容も工夫が施された。そして、「個

別の指導計画を作成し」との記述が継続されてい

るように、その作成段階における児童生徒の実態

把握から授業内容・方法、評価までが重要視され

ていた。

　第３期は、2016（平成28）年度から現在までで、

2017年告示の小・中学部の学習指導要領、2019年

告示の高等部学習指導要領が実施される時期であ

る。

　自立活動の＜目標＞には、「障害者の権利条約」

において提唱されているインクルーシブ教育シス

テムの理念の実現に向けての「自立と社会参加」

が2016（平成28）年から明示されている。

（３）　学習指導要領・自立活動の内容の変遷
　「自立活動」の前身にあたる「養護・訓練」の

内容は、「身体の健康」に３項目、「心理的適応」

に３項目、「環境の認知」に３項目、「運動・動作」

に５項目、「意思の伝達」に４項目、すなわち五

つの柱の基に18項目が示され、児童生徒の実態に

応じて、これらの内容の中から必要な項目を選定

し、相互に関連付けて指導していた（以下、表２
参照）。

　「養護・訓練」から「自立活動」に改訂された

1999（平成11）年告示の学習指導要領は、児童生

徒の重度・重複化、多様化に対応し、適切、効果

的な指導内容を選定する際の観点がより明確にな

るように、柱ではなく区分とした。その名称につ

いては、「身体の健康」を「健康の保持」、「心理

的適応」を「心理的な安定」、「環境の認知」を

「環境の把握」、「運動・動作」を「身体の動き」、

「意思の伝達」を「コミュニケーション」という

分かりやすい表現に改められた。

　「健康の保持」では、生命を維持し、日常生活

を行うために必要な身体の健康状態の維持・改善

を図る観点から４項目の内容が示されている。４

項目めの「健康状態の維持・改善に関すること」

は、障害があることによって運動不足や体力低下

を防ぐために日常生活における適切な健康の自己

管理ができるように新たに追加されたものである。

　「心理的な安定」では、心理的な安定を図り、

対人関係を円滑にし、社会参加の基盤を培う観点

から４項目の内容が示されている。「養護・訓練」

にあった「心身の障害や環境に基づく心理的不適

応の改善に関すること」は「情緒の安定に関する

こと」と「状況の変化への適切な対応に関するこ

と」という２つの項目に分けて示されている。

　「環境の把握」では、感覚を有効に活用し、空

間や時間などの概念を手掛かりとして、周囲の状

況を把握したり、環境と自己との関係を理解した

りして、的確に判断し行動できるようにする観点

から４項目の内容が示されている。「養護・訓練」

にあった「認知の枠組みとなる概念の形成に関す

ること」は「感覚を総合的に活用した周囲の状況

の把握に関すること」と「認知や行動の手掛かり

となる概念の形成に関すること」という２つの項

目に分けられ児童生徒の障害の状態にきめ細かく

対応できるように改善されている。

　「身体の動き」では、日常生活や作業に必要な

基本動作を習得し、生活の中で適切な身体の動き

ができるようにする観点から５項目の内容が示さ

れている。

　「意思の伝達」から改められた「コミュニケー

ション」では、場や相手に応じて、コミュニケー

ションを円滑に行うことができるようにする観点

から５項目の内容が示されている。

　ここで示された「自立活動」の５区分22項目

は、その後に改訂されていく学習指導要領・自立

活動の礎になっている。

　2009（平成21）年告示の学習指導要領・自立活
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適

応
の
改
善
に
関
す
る

こ
と
 

（
３
）
障
害
を
克
服
す
る
意

欲
の

向
上

に
関

す
る

こ
 

と
 

 

２
 

心
理
的

な
安

定
 

（
１

）
情
緒

の
安

定
に

関
す

る
こ

と
 

（
２

）
対
人

関
係

の
形

成
の

基
礎
に

関
す
る

こ
と

 
（

３
）

状
況

の
変

化
へ

の
適

切
な

対
応

に
関

す
る

こ
と

 
（
４

）
障
害
に
基

づ
く

種
々

の
困

難
を

改
善

・
克

服
 

す
る

意
欲
の

向
上

に
関

す
る

こ
と

 

２
 

心
理
的

な
安

定
 

（
１

）
情
緒

の
安

定
に

関
す

る
こ
と
 

（
２

）
状

況
の

理
解

と
変

化
へ

の
対

応
に

関
す

る
こ

と
 

（
３

）
障
害

に
よ

る
学

習
上

又
は
生
活
上
の
困
難
 

を
改

善
・
克

服
す

る
意

欲
に
関
す
る
こ
と

 

２
 

心
理
的
な
安
定
 

（
１
）
情
緒
の
安
定
に
関
す
る
こ
と
 

（
２

）
状

況
の

理
解

と
変

化
へ

の
対

応
に

関
す

る
こ

と
 

（
３
）
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
 

改
善
・
克
服
す
る
意
欲
に
関
す
る
こ
と

 

 
 

 
  

 
３

 
人

間
関

係
の

形
成
 

（
１

）
他
者

と
の

か
か

わ
り

の
基
礎
に
関
す
る
こ
と
 

（
２

）
他
者

の
意

図
や

感
情

の
理
解
に
関
す
る
こ
と
 

（
３

）
自
己

の
理

解
と

行
動

の
調
整
に
関
す
る
こ
と
 

（
４

）
集
団

へ
の

参
加

の
基

礎
に
関
す
る
こ
と

 

３
 

人
間
関
係
の
形
成
 

（
１
）
他
者
と
の
か
か
わ
り
の
基
礎
に
関
す
る
こ
と
 

（
２
）
他
者
の
意
図
や
感
情
の
理
解
に
関
す
る
こ
と
 

（
３
）
自
己
の
理
解
と
行
動
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
 

（
４
）
集
団
へ
の
参
加
の
基
礎
に
関
す
る
こ
と

 
３
 
環
境
の
認
知
 

（
１
）
感
覚
の
活
用
に
関
す

る
こ

と
 

（
２
）
感
覚
の
補
助
及
び
代

行
手

段
の

活
用

に
関

 
す
る
こ
と
 

（
３
）
認
知
の
枠
組
み
と
な

る
概

念
の

形
成

に
関

 
す
る
こ
と
 

 

３
 

環
境
の

把
握
 

（
１

）
保
有

す
る

感
覚

の
活

用
に

関
す

る
こ

と
 

（
２

）
感
覚

の
補

助
及

び
代

行
手

段
の

活
用

に
関

 
す

る
こ

と
 

（
３

）
感

覚
を

総
合

的
に

活
用

し
た

周
囲

の
状

況
の

把
握

に
関
す

る
こ

と
 

（
４

）
認
知

や
行

動
の

手
掛

か
り

と
な

る
概

念
の

形
 

成
に

関
す
る

こ
と

 

４
 

環
境
の

把
握
 

（
１

）
保
有

す
る

感
覚

の
活

用
に
関
す
る
こ
と
 

（
２

）
感

覚
や

認
知

の
特

性
へ

の
対

応
に

関
す

る
こ

と
 

（
３

）
感
覚

の
補

助
及

び
代

行
手
段
の
活
用
に
関
す
 

る
こ

と
 

（
４

）
感

覚
を

総
合

的
に

活
用

し
た

周
囲

の
状

況
の

把
握

に
関
す

る
こ

と
 

（
５

）
認

知
や

行
動

の
手

掛
か

り
と

な
る

概
念

の
形

成
に

関
す
る

こ
と

 

 

４
 

環
境
の

把
握
 

（
１
）
保
有
す
る
感
覚
の
活
用
に
関
す
る
こ
と
 

（
２

）
感

覚
や

認
知

の
特

性
に

つ
い

て
の

理
解

と
対

応
に
関
す
る
こ
と
 

（
３
）
感
覚
の
補
助
及
び
代
行
手
段
の
活
用
に
関
す
 

る
こ
と
 

（
４

）
感

覚
を

総
合

的
に

活
用

し
た

周
囲

の
状

況
に

つ
い

て
の

把
握

と
状

況
に

応
じ

た
行

動
に

関
す

る
こ
と
 

（
５
）
認
知
や
行
動
の
手
掛
か
り
と
な
る
概
念
の
形
 

成
に
関
す
る
こ
と

 
４
 
運
動
・
動
作
 

（
１
）
姿
勢
と
運
動
・
動
作

の
基

本
の

習
得

及
び

 
改
善
に
関
す
る
こ
と
 

（
２
）
姿
勢
保
持
と
運
動
・

動
作

の
補

助
的

手
段

 
の
活
用
に
関
す
る
こ

と
 

（
３
）
日
常
生
活
の
基
本
動

作
の

習
得

及
び

改
善

 
に
関
す
る
こ
と
 

（
４
）
作
業
能
力
の
向
上
に

関
す

る
こ

と
 

（
５
）
作
業
の
巧
緻
性

及
び

遂
行

能
力

の
向

上
に

 

関
す
る
こ
と

 

４
 

身
体
の

動
き
 

（
１

）
姿

勢
と

運
動

・
動

作
の

基
本

的
技

能
に

関
す

る
こ

と
 

（
２

）
姿
勢

保
持

と
運

動
・

動
作

の
補

助
的

手
段

 
の

活
用

に
関

す
る

こ
と
 

（
３

）
日

常
生

活
に

必
要

な
基

本
動

作
に

関
す

る
こ

と
 

（
４

）
身
体

の
移

動
能

力
に

関
す

る
こ

と
 

（
５

）
作
業

の
円

滑
な

遂
行

に
関

す
る

こ
と

 

５
 

身
体
の

動
き
 

（
１

）
姿

勢
と

運
動

・
動

作
の

基
本

的
技

能
に

関
す

る
こ

と
 

（
２

）
姿
勢

保
持

と
運

動
・

動
作
の
補
助
的
手
段
の
 

活
用

に
関
す

る
こ

と
 

（
３

）
日

常
生

活
に

必
要

な
基

本
動

作
に

関
す

る
こ

と
 

（
４

）
身
体

の
移

動
能

力
に

関
す
る
こ
と
 

（
５

）
作
業

に
必

要
な

動
作

と
円
滑
な
遂
行
に
関
す
 

る
こ

と
 

５
 

身
体
の

動
き
 

（
１

）
姿

勢
と

運
動

・
動

作
の

基
本

的
技

能
に

関
す

る
こ
と
 

（
２
）
姿
勢
保
持
と
運
動
・
動
作
の
補
助
的
手
段
の
 

活
用
に
関
す
る
こ
と
 

（
３
）
日
常
生
活
に
必
要
な
基
本
動
作
に
関
す
る
こ
 

と
 

（
４
）
身
体

の
移

動
能
力
に
関
す
る
こ
と
 

（
５
）
作
業
に
必
要
な
動
作
と
円
滑
な
遂
行
に
関
す
 

る
こ
と

 
５
 
意
思
の
伝
達
 

（
１
）
意
思
の
相
互
伝
達
の

基
礎

的
能

力
の

習
得

 
に
関
す
る
こ
と
 

（
２
）
言
語
の
受
容
・
表
出

能
力

の
向

上
に

関
す

 
る
こ
と
 

（
３
）
言
語
の
形
成
能
力
の

向
上

に
関

す
る

こ
と

 
（
４
）
意
思
の
相
互
伝
達
の

補
助

手
段

の
活

用
に

 

関
す
る
こ
と

 

５
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
 

（
１

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と
 

（
２

）
言
語

の
受

容
と

表
出

に
関

す
る

こ
と
 

（
３

）
言
語

の
形

成
と

活
用

に
関

す
る

こ
と
 

（
４

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

の
選

択
と

活
用

に
関

す
る
こ

と
 

（
５

）
状
況

に
応

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
 

す
る

こ
と

 

６
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
 

（
１

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と
 

（
２

）
言
語

の
受

容
と

表
出

に
関
す
る
こ
と
 

（
３

）
言
語

の
形

成
と

活
用

に
関
す
る
こ
と
 

（
４

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

の
選

択
と

活
用

に
関

す
る
こ

と
 

（
５

）
状
況

に
応

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
 

す
る

こ
と

 

６
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

（
１

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る
こ
と
 

（
２
）
言
語
の
受
容
と
表
出
に
関
す
る
こ
と
 

（
３
）
言
語
の
形
成
と
活
用
に
関
す
る
こ
と
 

（
４

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

の
選

択
と

活
用

に
関
す
る
こ
と
 

（
５
）
状
況
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
 

す
る
こ
と

 

新
 新

 

新
 

（
表

２
）

自
立

活
動

・
内
容
の

変
遷
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動は、社会の変化や児童生徒の障害の重度・重複

化、発達障害を含む多様な障害に応じた指導を充

実するため、「人間関係の形成」という区分が新

設され、項目の見直しも行われた。

　新たに設けられた「人間関係の形成」は、自他

の理解を深め、対人関係を円滑にし、集団参加の

基盤を培う観点から、「他者とのかかわりの基礎

に関すること」、「他者の意図や感情の理解に関す

ること」、「自己の理解と行動の調整に関するこ

と」、「集団への参加の基礎に関すること」という

４項目の内容が示されている。従前の「心理的な

安定」の２項目めにあった「対人関係の形成の基

礎に関すること」は発展的に解消された。

　また、「環境の把握」には「感覚や認知の特性

への対応に関すること」という項目が追加され

た。これは障害の重度・重複化、多様化に伴い、

感覚や認知の特性を踏まえた児童生徒の増加によ

るものである。

　2017（平成29）年告示の学習指導要領・自立活

動では、発達障害や重複障害を含めた障害のある

児童生徒の多様な障害の種類や状態に応じた指導

を充実するため「健康の保持」に「障害の特性と

生活環境の調整に関すること」という項目が新た

に設けられ、全体で６区分27項目の内容が示され

ている。

　また、「環境の把握」の２項目めの「感覚や認

知の特性への対応に関すること」を「感覚や認知

の特性についての理解と対応に関すること」と改

め、自己の理解を深め主体的に学ぶ意欲を高める

など、発達の段階を踏まえた指導を充実させるよ

うにした。さらに４項目めの「感覚を総合的に活

用した周囲の状況の把握に関すること」を「感覚

を総合的に活用した周囲の状況についての把握と

状況に応じた行動に関すること」と改め、感覚を

総合的に活用した周囲の状況の把握にとどまるこ

となく、把握したことを踏まえて、的確な判断や

行動ができるようにすることを明確にした。

（４）�　肢体不自由特別支援学校Ａ校の自立活動に
おける内容の変遷

① 小学部・自立活動の変遷とその特徴
　（資料２－１）の小学部の自立活動を見ると、

その変遷は３段階に分けて捉えることができる。

　第１段階は、養護・訓練が自立活動に変わった

2000（平成12）年度から2009（平成21）年度まで

で、教育課程が４課程編成となり、児童の実態に

合わせて自立活動の内容が年度ごとに検討された

時期である。

　教育課程はⅠ課程（小学校学習指導要領に準じ

た教育課程）、Ⅱ課程（各教科の目標・内容を下

学年に替えた教育課程）、Ⅲ課程（知的障害養護

学校の各教科またはその一部を合科・統合した教

育課程）、Ⅳ課程（自立活動を主とした教育課程）

となっている。各課程に共通する「じりつ」は当

初、「身体の動き」を中心にした個別の指導で

あったが、2002（平成14）年度以降は「主として

健康・食事（2003年より）・運動・認知等に関わ

る指導を個別で行う」となり、2005（平成17）年

以降はⅢ・Ⅳ課程の「じりつ」が「姿勢の保持や

感覚機能の向上及び移動運動能力の向上を目指

し、各課程別の集団で指導を行う」と変更され

た。また、当初はⅣ課程に「あそび」があり、低

学年と高学年による「グループあそび」と各学級

による「学級あそび」を通して諸感覚の活用を図

るとともにコミュニケーション能力を育てる指導

が行われていたが、2002（平成14）年度から2005

（平成17）年度の４年間はⅢ課程にも「あそび」

が取り入れられた。2004（平成16）年度以降はⅢ・

Ⅳ課程に「うんどう」が設けられている。Ⅳ課程

には「日常生活」が10時間（2001～2002年は11時

間）設定され、排泄、衣服の着脱、覚醒、体温等

の健康面に関する指導も行われた。

　第２段階は、2010（平成22）年度から2015（平

成27）年度までで、自立活動を中心とした教育課

程に知的障害特別支援学校の教科や各教科を合わ

せた指導が取り入れられた時期である。

　教育課程は2010（平成22）・2011（平成23）年

度にⅠ課程（小学校学習指導要領に準じた教育課

程）、Ⅱ課程（各教科の目標・内容を下学年に替

えた教育課程）、ⅢＡ・ⅢＢ・ⅢＣ課程（知的障

害特別支援学校の各教科を合わせた指導）に編成

され、その後の教育課程の原型が作られた。2012

（平成24）年度からは、Ⅰ課程（小学校学習指導

要領に準じた教育課程）、Ⅱ課程（教科の目標・

内容を下学年に替えた教育課程）、Ⅲ課程Ａ類型

（知的障害特別支援学校の当該学部段階の各教科

の内容）、Ⅲ課程Ｂ類型（知的障害特別支援学校

の下学部段階の各教科の内容）とⅢ課程Ｃ類型

（自立活動の内容と知的障害特別支援学校の下学

部段階の各教科の内容）の編成になっている。（以

下、Ⅲ課程Ａ、Ⅲ課程Ｂ、Ⅲ課程Ｃと略記）

　実質的には2008（平成20）年度より自立活動の

指導内容が整理され、Ⅰ・Ⅱ課程＝「自立活動」、

Ⅲ（ⅢＡ・ⅢＢ）課程＝「じりつ」、「うんどう」、
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Ⅳ（ⅢＣ）課程＝「じりつ」、「あそび」、「せいか

つ」、「うんどう」（2011年度）が設けられた。こ

の中でⅢＣ課程の「あそび」と「せいかつ」が

2012（平成24）年度に知的障害教育の各教科等を

合わせた指導である「遊びの指導」、「日常生活の

指導」へと変更された。また、ⅢＡ・Ｂ・Ｃ課程

の「うんどう」は2013（平成25）年度に「トラン

ポリンやスイングなどの遊具を用いて感覚運動機

能の向上を図り、這う、またぐなどの基本的な動

きを取り入れたサーキット運動を行うことで運動

能力の向上を目指す」＝「運動」となったが、翌

2014（平成26）年度には知的障害教育の教科「体

育」に変更となった。

　Ⅲ課程Ｃの自立活動には「課題学習」が2013

（平成25）年度から新たに加わった。これは「低

学年・高学年に分かれて課題別のグループを編成

し、意思伝達手段の獲得をはじめとするコミュニ

ケーション能力や物の弁別や簡単な因果関係の理

解などについて指導」を行っていたが2019（平成

28）年度に知的障害教育の教科「国語・算数」に

変更された。

　第３段階は、2016（平成28）年度から現在まで

で、教育課程に大きな変化はない。自立活動は全

課程とも時間の指導である「自立活動」と「食事

の指導」になり、Ⅲ課程は知的障害の各教科に整

理され、Ｂ類型からＣ類型になると、その各教科

を合わせた指導の時間が増加し、児童の実態に合

わせた学習指導が行われている。

② 中学部・自立活動の変遷とその特徴
　（資料２－２）の中学部の自立活動を見ると、

その変遷は３段階に分けて把握することができる。

　第１段階は養護・訓練が自立活動に変わった

2000（平成12）年度から2009（平成21）年度まで

で、教育課程は４課程編成であるが、生徒の実態

に合わせて年度ごとに自立活動の指導形態や指導

時間などを柔軟に変更した時期である。

　教育課程はⅠ課程（中学校学習指導要領に準じ

た教育課程）、Ⅱ課程（各教科の目標・内容を下

学年に替えた教育課程）、Ⅲ課程（知的障害養護

学校の各教科またはその一部を合科・統合した教

育課程）、Ⅳ課程（自立活動を主とした教育課程）

となっている。

　自立活動は個別に行われ、養護・訓練から変更

になった当初は、個々の課題に沿って「身体の動

き」の学習を中心に指導し、Ⅳ課程においては、

生活リズムを整えることをねらいとし、個々の課

題に沿って運動・動作、排泄、衣服の着脱、健康

の保持・増進などに関する指導を行い、食事に関

する学習として「日常生活」も設けられた。翌

2001（平成13）年度にはⅠ～Ⅳ課程に共通して、

中学部の自立活動は小学部等での段階を踏まえた

学習に加え、高等部での学習に向け、個々の生活

や社会参加へ生かしていくための基礎的な知識・

技術等の学習を行うという指導方針が立てられ

た。また、Ⅳ課程は2005（平成17）年度より、集

団の自立活動も加えられ、諸感覚の活用、コミュ

ニケーション、身体の動きの向上が目指された。

　Ⅳ課程においては2008（平成20）年から翌年度

にかけて自立活動の見直しを行い、その指導形態

を「基礎活動」、「課題活動」、「生活活動」、「集団

活動」の４つに整理した。「基礎活動」は、個々

の生徒の基礎的・中心的課題を扱い、主に姿勢、

運動・動作の習得や改善に関する指導が個別に行

われた。「課題活動」は、「基礎活動」で身に付け

たことを応用、発展させ、言葉や数といった教科

の内容に近いものを小グループで指導した。「生

活活動」は、日常生活の活動である健康の増進、

着替え・排泄、係活動、朝の会、給食、歯磨きな

どの指導を行った。「集団活動」は、生徒の興味

や関心に基づいた活動を展開し、身体を動かすこ

と、情緒の安定、人とのかかわり、ものを作った

り、操作したりする指導をグループ全体で行った。

　第２段階は、2010（平成22）年度から2015（平

成27）年度までで、自立活動を中心とした教育課

程に知的障害特別支援学校の教科や各教科を合わ

せた指導が取り入れられた時期である。

　教育課程は2010（平成22）・2011（平成23）年

度にⅠ課程（中学校学習指導要領に準じた教育課

程）、Ⅱ課程（各教科の目標・内容を下学年もし

くは下学部に替えた教育課程）、ⅢＡ課程（知的

障害特別支援学校の各教科に替えた教育課程）、

ⅢＢ・ⅢＣ課程（知的障害特別支援学校の各教科

等と自立活動を合わせた指導）に編成され、その

後の教育課程の原型が作られた。2012（平成24）

年度からは、Ⅰ課程（中学校学習指導要領に準じ

た教育課程）、Ⅱ課程（教科の目標・内容を下学

年・下学部に替えた教育課程）、Ⅲ課程Ａ類型

（知的障害特別支援学校の当該学部段階の各教科

の内容）、Ⅲ課程Ｂ類型（知的障害特別支援学校

の下学部段階の各教科の内容）とⅢ課程Ｃ類型

（自立活動の内容と知的障害特別支援学校の下学

部段階の各教科の内容）の編成になっている。（以

下、Ⅲ課程Ａ、Ⅲ課程Ｂ、Ⅲ課程Ｃと略記）
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　2010（平成22）年度より、それまでⅣ課程の

「生活活動」、「課題活動」、「集団活動」は各教科

を合わせた指導となった。これらは、その後、日

常生活の指導や生活単元学習になり、知的障害特

別支援学校の指導要素が取り入れられるように

なった。しかし、障害が重度である生徒の指導は

模索が続き、Ⅲ課程Ｃでは2013（平成25）年度か

ら３年間は「課題学習」が自立活動に設けられて

いる。これは課題が共通した生徒でグループを編

成し、働きかけに応じたり、自分の意思を伝えた

りするなど、人とのかかわりを広げる学習や、目

と手の協応を高めたりする指導、社会性を身に付

けたりする指導が行われた。

　第３段階は、2016（平成28）年度から現在まで

で、教育課程は従前のⅠ課程、Ⅱ課程、Ⅲ課程Ａ

類型、Ｂ類型、Ｃ類型の編成であるが、小学部、

高等部と合わせて時間の指導である自立活動と食

事の指導を「自立活動」とした。そして、小学部

と同じようにⅢ課程は知的障害の各教科に整理さ

れ、Ｂ類型からＣ類型になると、各教科を合わせ

た指導の時間が増加し、生徒の実態に合わせた学

習指導が行われている。

③ 高等部・自立活動の変遷とその特徴
　（資料２－３）の高等部の自立活動を見ると、

その変遷は２段階に分けて把握することができる。

　第１段階は、養護・訓練が自立活動に変わった

2000（平成12）年度から2011（平成23）年度まで

で、教育課程は４課程編成であり、Ⅰ～Ⅲ課程は

卒業後の進路を見据え個別に必要な学習を、Ⅳ課

程は自立活動を中心とした教育課程で個別と集団

での学習活動を設けていた時期である。

　教育課程はⅠ課程（高等学校学習指導要領に準

じた教育課程）、Ⅱ課程（各教科の目標・内容を

下学年に替えた教育課程）、Ⅲ課程（知的障害養

護学校の各教科またはその一部を合科・統合した

教育課程）、Ⅳ課程（各教科に替え、自立活動を

主とした教育課程）となっている。

　Ⅰ～Ⅲ課程の自立活動は、2000（平成12）年度

当初は、養護・訓練から変更になったばかりで

「身体の動き」を中心とした学習が引き継がれて

いたが、次年度から見直され2002（平成14）年度

以降の自立活動は「卒業後の進路を見据え、運動

面、コミュニケーション、認知面の学習を行う」

となった。Ⅳ課程においても当初は「身体の動

き」を中心に健康状態の維持・増進等に関する指

導と人や物とのかかわりを深め、活動を楽しむ指

導が行われた。2002（平成14）年度から2007（平

成19）年度までは集団での指導と個別の指導に分

けられ、集団では「卒業後の進路を見据え、集団

生活や社会生活に必要なコミュニケーション能力

や身体の動き等の指導」を行い、個別では「個々

の課題に応じた身体の動き・感覚機能・認知等の

指導」が行われた。Ⅳ課程では2007（平成19）年

度から日常生活の指導がなくなり、自立活動に移

行された。結果、2011（平成23）年まで「個別学

習」のほか、「生活学習」、「集団学習」が設定さ

れた。「生活学習」は、身辺処理や健康・衛生の

維持、食事、集団生活に関することなど、日常生

活に沿って個々の目標の達成を図る学習であっ

た。「集団学習」は、諸感覚を活用した遊びで余

暇への広がりを目指したり、集団生活に関わって

コミュニケーションの技術や態度を培ったり、課

題に取り組む意欲を引き出したり、体育的活動を

含んだりする学習活動であった。

　第２段階は、2012（平成24）年度から現在まで

で、小・中学部に合わせた教育課程編成となり、

それまで自立活動を中心とした教育課程に知的障

害特別支援学校の教科や各教科を合わせた指導が

取り入れられた時期である。

　教育課程はⅠ課程（高等学校学習指導要領に準

じた教育課程）、Ⅱ課程（各教科の目標・内容を

下学年に替えた教育課程）、Ⅲ課程Ａ類型（知的

障害特別支援学校の当該学部段階の各教科の内

容）、Ⅲ課程Ｂ類型（知的障害特別支援学校の下

学部段階の各教科の内容）とⅢ課程Ｃ類型（自立

活動の内容と知的障害特別支援学校の下学部段階

の各教科の内容）になっている。（以下、Ⅲ課程

Ａ、Ⅲ課程Ｂ、Ⅲ課程Ｃと略記）

　Ⅰ課程、Ⅱ課程、Ⅲ課程Ａ，Ⅲ課程Ｂの自立活

動は、時間の指導と食事の指導を合わせたもの

で、Ⅰ課程、Ⅱ課程、Ⅲ課程Ａ＝週７時間、Ⅲ課

程Ｂ＝週８時間が基本となった。Ⅲ課程Ｃは2012

（平成24）年度は、時間の指導と食事の指導に課

題学習や体育的内容の学習などを加えて週10時間

を自立活動としていた。課題学習は、課題が共通

する生徒でグループを編成し、働きかけに応え

る、自分の意思を伝える、人との関わりを広げ

る、簡単なきまりや手順を守って集団で活動でき

る力を育てる学習であった。2013（平成25）年度

から３年間は、時間の指導を週５時間、食事の指

導を週５時間、課題学習を週２時間、合計週12時

間が自立活動であったが、2016（平成28）年度か

らは、課題学習がなくなり、時間の指導を週６時
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間、食事の指導を週５時間として、自立活動は週

11時間が基本となった。

（５）　Ａ校における自立活動の特徴
① 自立活動専任教員
　Ａ校では2006（平成18）年度より、自立活動の

指導の充実のために、自立活動専任教員を小学

部、中学部、高等部に１名ずつ配置した。校内

（各部内）において、次のような指導的役割を果

たしている。

ア．自立活動の授業における役割

　自立活動の時間の指導は、教育課程の同じ学習

グループで行われる。また、Ａ校は複数担任制で

あり児童生徒の担任教師が、自立活動のときも担

当児童生徒の個別指導に当たる。自立活動専任教

員は、その学習グループのチームリーダーとし

て、児童生徒一人一人の指導内容・方法を担当教

師と一緒に考えたり、アイデアを出したり、アド

バイスを行ったりする。特に、児童生徒の日常生

活動作を把握するために、自立活動専任教員は児

童生徒の登下校や食事、排泄などの指導等にも積

極的に関わっている。

イ．「個別の指導計画」の作成及び評価

　Ａ校では、個別の指導計画の作成・評価のと

き、その客観性や信頼性を高めるために自立活動

の学習グループで話し合いを行っている。自立活

動専任教員も参加し、日頃の実践に基づいた意見

交換をしながら話し合いを円滑に進めている。こ

うして部内の全ての児童生徒の個別の指導計画に

関わっている。また、個別の教育支援計画につい

ても担当分掌の教育支援部と連携をとって運用し

ている。

ウ．外部専門家との連携

　校内で行われる整形外科診断や外部専門家活用

事業のコーディネートを自立活動専任教員が行っ

ている。専門家と教師の間でやりとりを行い、専

門家の指導・助言が的確に教師に伝わるようにし

ている。

エ．自立活動研修会

　Ａ校では定期的に自立活動に関する研修会を

行っている。自立活動専任教員を中心とする自立

活動部が、校内の教師のニーズに応じた研修を計

画・実施している。場合によっては研究部と連携

をとることもある。

②「個別の指導計画」の作成
　Ａ校では「個別の指導計画」を作成する際の実

態把握として、諸検査とともにＡ校が制作した

「自立活動チェックリスト」（以下、「チェックリ

スト」と記す）を使用している（表３参照）。

　（表４）目標設定シート

 

（表３）　Ａ校・自立活動チェックリスト
　　　　　　　　　　　　　　　　（一部抜粋）

ポ：ポーテージ乳幼児教育プログラム、ＭⅡ：ＭＥ
ＰＡⅡ、動：動きづくりのリハビリテーションマ
ニュアル個人チェックリストを示す。



― 61 ―

長崎県特別支援学校における自立活動の変遷とその特徴　－肢体不自由特別支援学校（Ａ校）の検討を中心に－

　これは児童生徒の実態を把握するための教師間

における共通のツールであり、学年始めと学年末

にチェックを行い、その違いを客観的に把握する

ものである。また、配列や項目の妥当性や信頼性

を高めるために「遠城寺式・乳幼児分析的発達検

査」や「ポーテージ乳幼児教育プログラム」、「Ｍ

ＥＰＡⅡ」などとの比較が「チェックリスト」に

記載されている。諸検査、チェックリストを踏ま

えて、児童生徒の担当教師は「目標設定シート」

を作成する（表４参照）。これには児童生徒の学

習上の課題を自立活動の６区分でまとめ、課題同

士の関係を図示し、児童生徒の中心の課題となる

ことが分かったところで、指導の方向性とその年

度の自立活動の目標を記入するようになっている。

　これらの手続きを踏んだうえで「個別の指導計

画」を作成する。年間目標から、そのスモールス

テップとなる学期目標、学習内容、その手立てを

整理して記入する（表５参照）。学習内容につい

て、Ａ校では校内の教師が共通して使用する「自

立活動・学習内容一覧」を作成している（表６参
照）。各区分の学習内容数（2020年現在）は「健

康の保持」63、「心理的な安定」17、「人間関係の

形成」32、「環境の把握」113、「身体の動き」

135、「コミュニケーション」45、合計405あり、

教師はこの中から学習内容を選択する。これは学

習内容について各教師が共通理解を図れること、

また、学習を組み立てる際に、それぞれの区分と

項目を相互に関連付けて組み立てることができる

という点で非常に効果的である。

　「個別の指導計画」を作成、運用にあたって

は、前述したように、それぞれの部に配置された

自立活動専任教員を中心に複数の教師（教育課程

学習グループ）で確認する話し合いを学期の始め

と終わりに実施している。これによってＡ校の

「個別の指導計画」は客観性や信頼性が高められ

ている。

③ 外部専門家の活用
　Ａ校では2008（平成20）年４月より「外部専門

家活用指導充実実践研究事業」（平成20・21年度

文部科学省委託長崎県教育委員会研究指定）を受

けて以来、外部専門家として、理学療法士、作業

療法士、言語聴覚士、歯科医（摂食指導等）など

の医療関係の専門家による指導・助言を得てい

る。外部専門家は実際に来校し、自立活動におけ

る対象児童生徒の学習活動を参観し、あるいは直

接に指導を行うなどして的確な助言がなされてい

る。また、一連の活動は同行している自立活動専

任教員によってビデオ録画され、教師は振り返り

で何度もその映像を見ることができる。

　外部専門家との事前事後のやりとりは、Ａ校の

自立活動部で作成した「パワーアップシート」（表
７参照）を用いる。対象児の相談について事前に

教師が「問題に感じていること」と今現在、自立

活動で「行っている方法や手だて」をシートに記

入し外部専門家に届けられる。そして来校当日の

（表５）個別の指導計画

（表６）自立活動・学習内容一覧（一部抜粋）
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「専門家からの助言」がまとめられ、教師はその

後「助言を受けてどう整理したか」、「修正した方

法や手だて」を記入し、学期末あるいは年度末に

「児童生徒の様子や変容」と「教師の変容」を記

入して終了する。

　（写真１）は表７の「パワーアップシート」の

理学療法士のアドバイスに基づいて、その後の授

業のために制作した教材教具である10）。生徒の側

弯を進行させないために、大好きな乗り物のミニ

カーで楽しみながら、身体を右にひねることがで

きるようにした。②③④で遊ぶときは、どうして

も身体を右に向けねばならず、遊んでいくうちに

上肢・手指機能の向上も見られた。

　これは、教師が日常的に悩んでいる生徒の姿勢

や動作に関し、「側弯は背骨のねじれを伴い、こ

の生徒の骨格的な正面は左向きである。背骨のね

じれは側弯の進行と関係するので、右方向に身体

をひねることを促したい。」という専門家による

的確な助言で指導の方向性が示された例である。

　肢体不自由児童生徒には運動や動作、感覚や認

知等の障害特性による学習の困難さがある。外部

専門家によってそのことが詳説されると、児童生

徒の見方、捉え方が変わり、日頃の指導方法を見

直したり、工夫をしたりするきっかけになる。大

切なことは、外部専門家の指導・助言をそのまま

取り入れるのではなく、教師の立場でそれらを活

かすことで自立活動の指導方法・内容を充実させ

ることである。こうして教師の専門性も向上して

いくことになる。

④　チャレンジタイム
　学期の終盤には、その学期に取組んだ自立活動

の成果を発表する「チャレンジタイム」が学習グ

ループごとに設けられている。例えば、手指機能

の向上のためにビーズ通しでアクセサリーを作っ

ていた生徒は「アクセサリー作りで、５分以内に

10個のビーズ通しを行う」と具体的な目標を設定

し、実際の活動を全員の前で披露する。グループ

の生徒と教師は、その活動を見守り、終了すると

一人一人が〇か×のカードを出して判定する。×

が４枚以内なら合格、不合格の場合は別日に再

チャレンジを行う。×判定をした生徒・教師は理

由を述べてアドバイスやエールをチャレンジした

生徒に送る仕組みになっている。児童生徒たちは

チャレンジタイムでの合格を目指して日々の自立

活動を頑張り、学習のよい動機づけになっている。

３　まとめと今後の課題
　児童生徒の障害の重度・重複化、多様化、複雑

化したことで、Ａ校は養護・訓練から自立活動に

変更されて以降、およそ15年間は児童生徒の実態

に合わせた教育課程編成を行い、自立活動も教育

課程への位置付けに試行錯誤しながら自立活動の

指導の充実に取り組んできた。

　この間、「個別の指導計画」の作成が義務付け

られ、児童生徒の実態把握の方法、指導計画の様

式の整理、作成・運用の手順、自立活動の指導内

容等について地道に研究を続けてきた。また、自

立活動の指導体制づくりでは、自立活動専任教員

の配置によって、特別支援学校小学部・中学部学

習指導要領、高等部学習指導要領にあるように

「自立活動の指導は、専門的な知識や技術を有す

る教師を中心として、全教師の協力の下に効果的

に行われるようにする」体制を構築することがで

きた。

　自立活動は小・中・高で一貫性を持たせ、その

学習内容は、「時間の指導」と「食事の指導」に

整理された。現在の学校要覧には、時間の指導で

ある「自立活動」は「個々の児童生徒の障害の状

態や発達段階を考慮して、自立活動の６区分27項

目（健康の保持、心理的な安定、人間関係の形

成、環境の把握、身体の動き、コミュニケーショ

ン）の内容を相互に関連付けて指導する。個別対

応を基本として指導を行う。」とあり、「食事の指

導」は「摂食指導や食事動作に関すること、食事

中のマナー、食の管理、コミュニケーションに関

わること、食前の準備や後片付けなどを取り扱

う。」とある。この記載は2016（平成28）年から

変更されていない（当初の自立活動の区分は６区

分26項目）。このことはＡ校では自立活動におい

①警察署②消防署③ヘリポート④駅⑤空港

（写真１）自立活動・自作教材教具
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て確固たる教育実践が行われてきたことを意味し

ている。

　この間、Ａ校においてはＩＣＴ〈Information 
and Communication Technology〉教育推進事業

（平成25～27年度・長崎県教育委員会指定研究）

に取り組み、各教科等や自立活動でＩＣＴ機器を

活用した教育実践が行われた。ＩＣＴ研究担当の

教育支援部に自立活動部が関わることで、児童生

徒の学習上・生活上の困難に対し、教科担当の枠

を超えた教師間の協力の下で学習指導が行われ、

タブレットＰＣや様々な機器の活用により、児童

生徒は主体的にコミュニケーションをとることが

できたり、「一人でできた」という達成感を得た

りすることができた。以来、現在もＩＣＴ機器を

効果的に活用した授業が実施されている。

　インクルーシブ教育システム構築の実現に向け

ての「自立と社会参加」がＡ校の自立活動の目標

に掲げられているが、そのための新しい取り組み

が今後も続いていくであろう。児童生徒が「自立

を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を

主体的に改善・克服する」ことが自立活動の目標

であるがゆえに、自立活動専任教員を中心とする

自立活動部は様々な教育実践研究に関わることに

なる。分掌同士の協力関係は大切であるが、その

ことで自立活動の本来の教育活動が疎かになって

は本末転倒となる。適切な業務分担が求められる。

そして、近年は合理的配慮の提供が日常となって

いるが、その時代の要請に合わせて何が必要か、

何を改変すべきか、逆に変えてはならないものは

何かなどを整理する必要がある。また、自立活動

の再考について、友永ら（2005）は「子どもの内

面の状態から課題を導き出し、それにはたらきか

ける内容と方法を精緻化することが、教育独自の

立場として自立活動を問い直す出発点である」と

述べているが、これは教員の専門性と絡んで重要

な提起でもある。

　自立活動専任教員は、特別支援学校の独自色で

ある自立活動の意義と役割を具現化し、校内の専

門家として指導的立場にある大事なキーパーソン

である。そのような特定の専任教員が異動になっ

ても戸惑うことがないよう「専門的な知識や技術

を有する教師」の育成も課題としてあげられる。

学習指導要領には「（自立活動の指導は）全教師

の協力の下に効果的に行われるようにする」とあ

る。肢体不自由特別支援学校で児童生徒を担当す

る教師は自立活動を指導できるある程度の専門的

な知識や技術を身に付けておかねばならないのは

言うまでもないことである。

　　（表７）パワーアップシート
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〈　註　〉
１） 平田勝政・西村大介・鈴木保巳：長崎県肢体

不自由教育研究（第１報）－県下肢体不自由

養護学校要覧（1964～2006年度）の検討を中

心に－「長崎大学教育学部紀要－教育科学

－」第72号，21～28頁，2008年３月

２） 平田勝政・西村大介・鈴木保巳：長崎県肢体

不自由教育研究（第２報）－肢体不自由教育

における障害の重度重複化に対応した教育課

程の発展－「長崎大学教育学部紀要－教育科

学－」第73号，43～54頁，2009年３月

　　 この第２報のための予備的研究として、西村

大介・平田勝政・鈴木保巳：長崎県の肢体不

自由教育における障害の重度重複化の検討

「長崎大学教育学部附属教育実践センター紀

要」第7号，67～75頁，2008年３月がある。

３） 菅達也・平田勝政：長崎県肢体不自由教育研

究（第３報）－特別支援教育時代の肢体不自

由特別支援学校（Ａ校）の教育課程と指導法

の検討を中心に－「長崎ウエスレヤン大学地

域総合研究所紀要」第18巻１号，53～60頁，

2020年３月

４） 菅達也・平田勝政：長崎県肢体不自由教育・

病弱教育研究（第４報）－特別支援教育時代

の肢体不自由・病弱特別支援学校（Ｂ・Ｚ校）

の検討を中心に－「長崎ウエスレヤン大学地

域総合研究所紀要」第19巻１号，19～26頁，

2021年３月

５） 文部省：『盲学校、聾学校及び養護学校学習

指導要領（平成11年３月）解説』８頁，2000

年３月

６） 前掲５）

７） 前掲５）

８） ＷＨＯは1980（昭和55）年に「国際障害分類

（ＩＣＩＤＨ：International Classification 
o f  I m p a i r m e n t s ,  D i s a b i l i t i e s  a n d 
Handicaps）」を発表した。

９） ＩＣＩＤＨは疾病・障害のマイナス面に着目

していたことから、ＷＨＯは改訂版である

「国際生活機能分類（ＩＣＦ：International 
Classification of Functioning, Disability and 
Health）を2001（平成13）年に採択した。 

10） 前掲３）結果と考察（５）「重度・重複障害

生徒の自立活動の実際」（59頁）からの引用

である。参照されたい。

〈　引用・参考文献　〉
１） 文部省『盲学校、聾学校及び養護学校学習指

導要領（平成11年３月）解説－自立活動編－』

2000年

２） 文部科学省『特別支援学校学習指導要領解説

－自立活動編－（幼稚部・小学部・中学部・

高等部）』2009年

３） 文部科学省『特別支援学校教育要領・学習指

導要領解説－自立活動編－（幼稚部・小学部・

中学部）』2018年

４） 西川公司他編著『自立活動ハンドブック』全

国心身障害児福祉財団，2002年

５） 宮尾尚樹「特別支援学校（肢体不自由）にお

ける自立活動の取組」『肢体不自由教育』第

190号，2009年

６） 長崎県立諫早特別支援学校『平成25～27年度

ＩＣＴ教育推進事業研究最終報告書』2016年

７） 友永光幸・相川勝代・平田勝政「長崎県下の

盲・聾・養護学校における自立活動の現状と

課題－自立活動専任教員配置の意義と役割を

中心に－」『長崎大学教育学部教育実践総合

センター紀要』第４号, 2005年
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に
基

づ
く

生

活
上

ま
た

は
学

習
上

の
困

難
を

主
体

的
に

改
善

、
克

服
す

る
た

め

に
必

要
な

知
識

・
技

術
・

態
度

及
び

習
慣

を
養

う
。

ま
た

、
心

身

の
調

和
的

発
達

の
基

盤
を

培
い

な
が

ら
、

児
童

生
徒

そ
れ

ぞ
れ

に

と
っ

て
の

自
立

を
目

指
し

て
い

く
。

 

２
０

０
９

（
Ｈ

２
１

）
年

 
同

上
 

２
０

１
０

（
Ｈ

２
２

）
年

 
 

長
崎

県
立

Ａ
特

別
支

援
学

校
に

校
名

変
更

 
 
 
 
 

小
中

 
Ⅰ

課
程

、
Ⅱ

課
程

、
Ⅲ

Ａ
課

程
、

Ⅲ
Ｂ

課
程
、
Ⅲ
Ｃ
課
程
 

 
小

 
Ⅰ

～
Ⅲ

課
程

 
じ

り
つ

 
Ⅲ

Ｃ
課

程
 
せ
い
か
つ
、
あ
そ
び

 

 
中

 
Ⅰ

・
Ⅱ

・
Ⅲ

Ａ
 
自

立
活

動
 

 
 

Ⅲ
Ｂ
・
Ⅲ
Ｃ

基
礎

活
動

、
課

題
活

動
、
生

活
活

動
、
集
団
活
動

 

高
 

Ⅰ
課

程
、

Ⅱ
課

程
、

Ⅲ
課

程
、

Ⅳ
課

程
 
個
別
学
習
 

 
Ⅳ

課
程

 
生

活
学

習
、

集
団

学
習

 

特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
２
１
年
３

月
告
示
）
 

 
５
区
分
か
ら
６
区
分
へ
「
人
間
関
係
の
形
成
」
 

 
４
項
目
を
追
加
 

  
下
記
に
あ
る
・
・
・
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2
01
2 

(
H2

4)
 

    

教
育

活
動

全
体

及
び

時
間

の
指

導
を

と
お

し
て

、
障

害
に

基
づ

く

生
活

上
ま

た
は

学
習

上
の

困
難

を
主

体
的

に
改

善
、
克

服
す

る
た

め
に

必
要

な
知

識
・
技

術
・
態
度

及
び

習
慣
を

養
う

。
ま

た
、
心

身
の

調
和

的
発

達
の

基
盤

を
培

い
な

が
ら

、
児

童
生

徒
そ

れ
ぞ

れ

に
と

っ
て

の
自

立
を

目
指

し
て

い
く

。
 

一
人

一
人

の
児

童
生

徒
の

目
標

達
成

の
た

め
、

各
学

部
で

指
導

の
形

態
を

工
夫

し
な

が
ら

、
学

習
活

動
を

展
開

し
て

い
く
。
ま
た

、「
個
別

の
指

導
計

画
」
を

作
成

し
、
児

童
生

徒
一

人
一

人
に

応
じ
た
自
立
像
を

見
据

え
て

学
部

内
、
各

学
部

間
で

共
通

理
解

を
図

り
な
が
ら
、
連
携
を

密
に

し
て

系
統

性
の

あ
る

指
導

を
行

う
。
 

 

小
 

Ⅰ
・
Ⅱ
課
程
 

自
立
活
動

 
 
 
Ⅲ

Ａ
・
Ⅲ

Ｂ
・
Ⅲ

Ｃ
 

じ
り
つ
 

う
ん
ど
う

 
中
 

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
Ａ
・
Ⅲ
Ｂ
・
Ⅲ
Ｃ
課
程

 
 
 
自
立
活
動
（
基
礎
活
動
、
食
事
）

 
高
 

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
Ａ
・
Ⅲ
Ｂ
・
Ⅲ
Ｃ
課
程

 
 
 
自
立
活
動

 
2
01
3 

(
H2

5)
 

 
～

 
 2
01

5 
(
H2
7)
 

 

同
上

 

  

同
上

 

       

小
 

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
Ａ
課
程
 

自
立
活
動
 

食
事

 
 
 
Ⅲ
Ｂ
＋
運
動
（
Ｈ
２
６
か
ら
な
し
）

 
Ⅲ
Ｃ
＋
運
動
（
Ｈ
２
６
か
ら
な
し
）

 
 
課
題
学
習

 
中
 

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
Ａ
・
Ⅲ
Ｂ

 
自
立
活
動
 

食
事

 
 
 
Ⅲ
Ｃ
＋
課
題
学
習
（
Ｈ
２
７
か
ら
な
し
）

 
高
 

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
Ａ
・
Ⅲ
Ｂ

 
自
立
活
動
 

食
事

 
 
 
Ⅲ
Ｃ
＋
課
題
学
習

 

2
01

6 
(
H2
8)
 

 

教
育

活
動

全
体

及
び

時
間

の
指

導
を

と
お

し
て

、
障

害
に

基
づ

く

生
活

上
ま

た
は

学
習

上
の

困
難

を
主

体
的

に
改

善
、
克

服
す

る
た

め
に

必
要

な
知

識
・
技

術
・
態
度

及
び

習
慣
を

養
う

。
ま

た
、
心

身
の

調
和

的
発

達
の

基
盤

を
培

い
な

が
ら

、
児

童
生

徒
そ

れ
ぞ

れ

に
と

っ
て

の
自

立
と

社
会

参
加

を
目

指
す

。
 

個
別

の
指

導
計

画
を

作
成

し
、

児
童

生
徒

一
人

一
人

に
応

じ
た

自
立

像
を

見
据

え
て

部
内

、
各

部
間

で
共

通
理

解
を

図
り

な
が
ら
、
連
携
を

密
に

し
て

系
統
性

の
あ

る
指

導
を

行
う

。
ま

た
、
一

人
一
人
の
児
童
生

徒
の

目
標

達
成

の
た

め
、
各

部
で

指
導

の
形

態
を

工
夫
し
な
が
ら
、
学

習
活

動
を

展
開

す
る

。
 

小
・
中
・
高

 
 
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
Ａ
、
Ⅲ
Ｂ
、
Ⅲ
Ｃ
課
程

 
 
＝
自
立
活
動
、
食
事
の
指
導

 

2
01

7 
(
H2

9)
 

 

同
上

 
同

上
 

 

特
別
支
援
学
校
小
・
中
学
部
学

習
指
導
要
領
（
平

成
２
９
年
４
月
告
示
）
 

１
健
康
の
保
持
に
「
障
害
の
特
性
の
理
解
と
生
活

環
境
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
」
の
項
目
追
加

 
４

環
境

の
把

握
：
「

感
覚

や
認

知
の

特
性

へ
の

対

応
」
→
「
感
覚
や
認
知
の
特
性
に
つ
い
て
の
理

 
解
と
対
応
」
、「

感
覚
を
総
合
的
に
活
用
し
た
周

 
囲
の
状
況
の
把
握
」
→
「
…
周
囲
の
状
況
に
つ

 
い
て
の
把
握
と
状
況
に
応
じ
た
行
動
」
と
変
更

 
特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
習
指
導
要
領
（
平
成
 

３
１
年
２
月
告
示
）

 

2
01

8 
(
H3
0)
 

 

同
上

 
個

別
の

指
導

計
画

を
作

成
し

、
児

童
生

徒
一

人
一

人
に

応
じ

た
自

立

像
を

見
据

え
て

部
内

、
学

部
間

で
共

通
理

解
を

図
り
な
が
ら
、
連
携
を

 

密
に

し
て

指
導

を
行

う
。
ま

た
、
一

人
一

人
の

児
童

生
徒
の
目
標
達
成

の
た

め
、
各

部
で

指
導

の
形

態
を

工
夫

し
な

が
ら

、
学

習
活
動
を
展
開

す
る

。
 

2
01

9 
(
R1
) 

～
 

同
上

 
同

上
 

2
02

2 
(
R4

) 
 

（
同

上
）

 

教
育

活
動

全
体

及
び

時
間

の
指

導
を

通
し

て
、
障

害
に

基
づ

く
生

活
上

ま
た

は
学

習
上

の
困

難
を

主
体

的
に

改
善

、
克

服
す

る
た

め

に
必

要
な

知
識
・
技

術
・
態

度
及

び
習

慣
を

養
う

。
ま

た
、
心

身

の
調

和
的

発
達

の
基

盤
を

培
い

な
が

ら
、
児

童
生

徒
そ

れ
ぞ

れ
に

と
っ

て
の

自
立

と
社

会
参

加
を

目
指

す
。

 

（
同

上
）

 

個
別

の
指

導
計

画
を

作
成

し
、

児
童

生
徒

一
人

一
人

に
応

じ
た

自
立

像
を

見
据

え
て

部
内

、
学

部
間

で
共

通
理

解
を

図
り
な
が
ら
、
連
携
を

 

密
に

し
て

指
導

を
行

う
。
ま

た
、
一

人
一

人
の

児
童

生
徒
の
目
標
達
成

の
た

め
、
各

部
で

指
導

の
形

態
を

工
夫

し
な

が
ら

、
学

習
活
動
を
展
開

す
る

。
 

 

 
※
下
線
部
は
筆
者
に
よ
る
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（
資
料
２
－
１
）

小
学
部
の
自
立
活
動
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
2
00

4
（
H
16
）
 

2
00

5
～
2
00
7 

2
00

8
（
H
20
）
 

2
00

9
（
H
21
）
 

2
01
0
（
H
22
）
 

2
01
1
（
H
23
）
 

2
01
2
（
H
24
）
 

Ⅰ
・
Ⅱ
課
程

 
じ
り
つ
（

８
）

 
じ
り
つ
（

８
）

 
自
立
活
動

（
８
）

 
自
立
活
動

（
８
）

 
Ⅰ
・
Ⅱ
課

程
 

自
立
活
動

（
８
）

 
自
立
活
動

（
８
）

 
自
立
活
動

（
８
）

 

Ⅲ
課
程

 
じ
り
つ
（

１
０
）

 

う
ん
ど
う

（
１
）

 

グ
ル
ー
プ

遊
び
（

２
）

 

＝
１
・
２

年
 

じ
り
つ
（

８
～
９

）
 

う
ん
ど
う

（
１
）

 

じ
り
つ
（

８
～
９

）
 

う
ん
ど
う

（
１
）

 

 

じ
り
つ
（

８
～
９

）
 

う
ん
ど
う

（
１
）

 

 

Ⅲ
Ａ
課
程

 

 

じ
り
つ
（

８
～
９

）
 

う
ん
ど
う

（
１
）

 

じ
り
つ
（

８
～
９

）
 

う
ん
ど
う

（
１
）

 

じ
り
つ
（

９
）

 

う
ん
ど
う

（
１
）

 

Ⅲ
Ｂ
課
程

 

Ⅳ
課
程

 

 

じ
り
つ
（

８
～
９

）
 

う
ん
ど
う

（
１
）

 

グ
ル
ー
プ

遊
び
（

４
）

 

学
級
遊
び

（
１
～

３
）

 

日
常
生
活

（
１
０

）
 

じ
り
つ
（

８
～
９

）
 

う
ん
ど
う

（
１
）

 

グ
ル
ー
プ

遊
び
（

４
）

 

学
級
遊
び

（
１
～

３
）

 

日
常
生
活

（
１
０

）
 

じ
り
つ
（

９
～
１

１
）

 

あ
そ
び
（

５
～
７

）
 

せ
い
か
つ

（
５
～

７
）

 

じ
り
つ
（

９
～
１

１
）

 

あ
そ
び
（

６
～
７

）
 

せ
い
か
つ

（
１
０

）
 

Ⅲ
Ｃ
課
程

 
じ
り
つ
（

９
～
１

１
）

 

あ
そ
び
（

６
～
７

）
 

せ
い
か
つ

（
１
０

）
 

じ
り
つ
（

８
～
１

０
）

 

う
ん
ど
う

（
１
）

 

あ
そ
び
（

６
～
７

）
 

せ
い
か
つ

（
１
０

）
 

じ
り
つ
（

１
３
～

１
５
）

 

う
ん
ど
う

（
１
）

 

 
【
遊
び

の
指
導

】
 

 
【
日
常

生
活
の

指
導
】

 

 

 

 
2
01
3
（
H
25

）
 

2
01
4
（
H
26

）
 

2
01
5
（
H
27
）
 

2
01
6
～
2
01

7 
2
01
8
～
2
01

9 
2
02

0
～
2
02

1 
2
02

2
（
R
4
）
 

Ⅰ
・
Ⅱ
課
程

 
自
立
活
動

（
３
）

 

食
事
の
指

導
（
５

）
 

自
立
活
動

（
３
）

 

食
事
の
指

導
（
５

）
 

自
立
活
動

（
３
）

 

食
事
の
指

導
（
５

）
 

自
立
活
動

（
３
）

 

食
事
の
指

導
（
５

）
 

自
立
活
動

 

（
８
）

 
 
 
 

 
 

 

自
立
活
動

 

（
７
～
８

）
 

自
立
活
動

 

（
７
～
８

）
 
 

Ⅲ
課
程

 

Ａ
 

自
立
活
動

（
４
）

 

食
事
の
指

導
（
５

）
 

自
立
活
動

（
４
）

 

食
事
の
指

導
（
５

）
 

自
立
活
動

（
４
）

 

食
事
の
指

導
（
５

）
 

自
立
活
動

（
３
）

 

食
事
の
指

導
（
５

）
 

自
立
活
動

 

（
８
）

 

自
立
活
動

 

（
８
）
 

自
立
活
動

 

（
８
）
 
 

Ⅲ
課
程

 

Ｂ
 

自
立
活
動

（
４
）

食
事
の
指

導
（
５

）
 

運
動
（
１

）
感
覚

運
動
機
能

、
運
動

能
力

 

自
立
活
動

（
4
）
食

事
の
指
導
(
5
)
 

 
 
 
 

【
体
育

】
 

自
立
活
動

（
４
）

 

食
事
の
指

導
（
7
.
5
）
 

自
立
活
動

（
４
）

 

食
事
の
指

導
(
7
.
5
) 

自
立
活
動

 

（
１
１
．

５
）

 

自
立
活
動

 

（
１
１
．

５
）
 

自
立
活
動

 

（
１
０
．
５
～
１

１
．
５

）
 

Ⅲ
課
程

 

Ｃ
 

自
立
活
動

（
８
～

１
０
）
食

事
（
５

）
 

運
動
（
１

）
 

課
題
学
習

（
１
）

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
、

 

弁
別
、
因

果
関
係

の
理
解
な

ど
 

自
立
活
動

（
８
～

１
０
）

 

 
 
 
 

【
体
育

】
 

食
事
の
指

導
（
５

）
 

課
題
学
習

（
１
）

 

自
立
活
動

（
３
～

５
）

 

食
事
の
指

導
(
7
.
5
) 

課
題
学
習

（
１
）

 

 

自
立
活
動

（
３
～

５
）

 

食
事
の
指

導
(
7
.
5
) 

 
【
国
語

・
算
数

】
 

自
立
活
動

 

（
１
０
～
１
２
.５

）
 

  

自
立
活
動

 

（
１
０
～
１
２
.５

）
 

 

自
立
活
動

 

（
１
０
～

１
１
.
５

）
 

 

 

1
99

9
（
H
11
）
養
護
・
訓
練
 

2
00

0
（
H
12
）
自
立
活
動
～

 
2
00

1
（
H
13
）

 
2
00

2
（
H
14
）

 
2
00

3
（
H
15
）
 

A
課
程
（
準

ず
る

、
下
学
年

）
 
 
 
 
  

B
課
程
（
教
科

領
域

別
及
び
教

科
領
域

を
合
わ
せ

た
指
導

）
 

 
 
 
 
個
別
養
護

・
訓
練
（

４
）

 

準
ず
る
→

Ⅰ
課
程

 
じ
り
つ

（
個
別

）
「
身
体
の

動
き
」

中
心
（
５

）
 

下
学
年
→

Ⅱ
課
程

 
 
 
同

上
（
５

）
 

Ⅲ
課
程
 

 
 
同

上
（
５
）

 

じ
り
つ
（

個
）
基

礎
的
・
基

本
的

 

Ⅰ
・
Ⅱ
課

程
 

じ
り
つ
（
３

）
 

じ
り
つ
（

個
）
健

康
、
食
事

、
運

動
、
認
知
 

Ⅰ
・
Ⅱ
課

程
 

じ
り
つ
（
８

）
 

 Ⅰ
・
Ⅱ
課

程
 

じ
り
つ
（
８
）
 

Ⅲ
課
程
 

じ
り
つ

（
５
）

 

 
１
年
 

じ
り
つ
（
４
）
あ

そ
び
（

１
）
 

Ⅲ
課
程
 

じ
り
つ

（
１
０
）

 

＋
１
・
２

年
 

あ
そ
び
（
２

）
 

Ⅲ
課
程
 

じ
り
つ

（
１
０
）

 

＋
１
・
２

年
 

あ
そ
び
（
２
）
 

C
課
程
（
養

護
・

訓
練
を
主

）
 

 
 
・
個

別
養
護

・
訓
練
（

４
）

 

 
 
・
あ

そ
び
（

グ
ル
ー
プ

、
学
級
）
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
５
～

８
）

 

 
 
・
日

常
生
活

（
１
１
）

 

Ⅳ
課
程
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